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 神の主権の中に(創世記45:1-5)
　皆さんが信じるか信じないか関係なく、信者である以上、神様は皆さんひとりひとりを現場の灯台として召していらっしゃることを、ぜひ覚えていただきたいと願います。なぜかと言いますと、いま現場というところは、自分の熱心さえあればどうにかなるだろうと勘違いし、また、お金さえあれば幸せになるだろうと思いこんでいる人々でいっぱいです。肉体的に成功を納めれば、そこに人生の本当の幸せがあるだろうと勘違いして、必死になっている人々が暮らしているところが現場です。そういったものを潤すために、それを補うために、結局、偶像の前で偶像を拝むような習慣を持つようになり、宗教にのめり込んで、あるいは、占いなどに走るようにならざるをえません。それが悪霊に操られることだということも知らずに、勘違いのゆえにそういうものに走るしかないのです。それで結局、どんどん崩れていくようになるしかありません。それが現場です。
　

　その結果、皆幸せになりたいと願っているのに霊的な問題を抱えて、それが心の問題、精神的な問題に発展するようになり、また、肉体的には様々な病を患うようになり、そして、人生そのものがバランスを崩して壊れていくようなことを経験するようになるわけです。最後には死んで、死んだ後はさばきが待っている運命にとらわれて人生を生きているわけです。そして、自分で終わるのではなくて、それが子孫たちにも遺産として受け継がれるようになり、子孫三代、四代までに咎が報われるようなことを患っているところが現場です。そこにはキリスト・イエスの福音の他には希望はありません。

ですから、神様は、人間的な目で見たときにはいろいろな評価があるでしょうけれども、一つの条件、イエスのいのちを持っているがゆえに信者である皆さんは全員、そのような現場で福音の光を放つことのために灯台として召されているということです。だから、当然、サタンもそのままではいません。サタンも暴れて信者を攻撃するわけです。古い枠を捨て現場灯台という福音の光を放つ新しい枠を備えることを邪魔するわけです。それがときには苦難という形を持って現れるので、信者の方々がついつい騙されてふらふら揺れてしまうことがあるわけです。サタンの攻撃というものが、私たちが灯台であるがゆえにあるものだということを忘れないでください。そして、それは苦難という形を持ってやってくる場合が多くあるということなのです。

その代表的なケースが、今日長老さんを通して読んでいただきました聖書に出ているヨセフという人物なのです。ヨセフの人生ストーリーを通して、私たちはこのような契約をしっかり握っていかないといけません。皆さんご存知ではないでしょうか。ヨセフの生涯を通して、契約の人、神の契約の民は、決して滅びることはないということなのです。苦難がやってきて、サタンの様々な攻撃があるのは、ある意味で当たり前なのです。なぜそういう苦難があるのでしょうか。私たちが、サタンが一番恐れる現場灯台として召されているからです。逆に、苦難がやってきたら喜びなさいとイエス様がおっしゃる通りに、喜ばないといけないものなのです。その攻撃があるのにもかかわらず滅びることなどはありません。つまり、そのようなサタンの攻撃、苦難の形をもってやってくるものなどは、一切、契約の民には問題になりませんということです。ヨセフは、一番最初、家庭の中でいじめられるようになりました。一番身近なところで、一番身近な人、守られるべき、また信頼してお互いに守り合うべき関係の人々からいじめられ、殺されかけるようになったわけです。そして、その後は、奴隷として売られ、奴隷の生活を強いられるようになります。私たちは、奴隷の経験がないので、奴隷の生活というものがどういうことなのだろうと思うでしょうけれども、とにかく自由が全く効かない生活であり、親元を離れていて誰も気にかけてくれる人がいない孤独との戦いであり、寂しさそのものなのです。それが奴隷です。そして、一番難しいのが、これからどうなるのか未来の希望などが全く見えないし、未来の希望につながるようなことが何一つない状況が、奴隷の状態です。自分が願ってもいないのに、また、自分のせいでもないのに、腹違いの兄弟たちに憎まれて奴隷の生活を強いられることになりました。しかし、苦難はそこで終わりではありません。そこでまた濡れ衣を着せられました。なんと悔しいでしょう。でも、文句を言わずに、濡れ衣を着せられて刑務所に入れられることになりました。奴隷で終わらずに犯罪者扱いになってしまったわけです。しかもいつ刑務所から出られるかわからない終身刑の身になってしまったわけです。この刑務所の中に入れられて終身刑になったということは、決定的な絶望とも言えるものではないでしょうか。そこで刑務所の中に入ってきていた政治家を助けることになります。いままで弱音など一度も吐いたことのないヨセフが、その政治家が刑務所を出るときに、一つのお願いをしました。この刑務所を出たら僕のことを是非覚えていてください。私はなにも悪いことをしていないし、こういう事情で刑務所に入ってきていますとお願いをしたのです。死ぬところだったのにヨセフによって助かったわけです。それなのにその政治家は、刑務所を出た途端にヨセフのことはさっぱり忘れてしまいました。ヨセフは、未来が全く見えない状況の中でたった一つだけ、政治家に希望を託していたのに忘れられた人間になってしまいました。これがヨセフの人生の歩みというものです。このような苦難の連続だったわけです。
しかし、ヨセフが30歳になったときに、人間的なことばでは大逆転が訪れて、ヨセフは総理大臣になることになります。ヨセフのことは皆さんよくご存知なので、これ以上、詳細に長く言うつもりはありません。つまり、聖書は何を私たちに語りたいのかと言いますと、契約の民は、契約の人は、決して何があっても滅びることなどはありませんと訴えているわけです。そうならば、私たちはこのように整理するようになります。契約の人の人生、神の契約の民の人生は、どんな形であれ、そのすべては契約の旅程なのです。ただの人生ストーリーではなくて、契約の旅程なのです。

契約の旅程とはどういう意味なのでしょうか。それは神様が許されたことです。つまり、苦難がやってきて、サタンの様々な攻撃がありますが、そういったすべてが契約を全うされる神の主権を超えることはできないということです。神様が約束されたその契約に勝るものなどは存在しません。契約に勝る苦難、契約に勝る苦しみ、契約に勝る失敗などは存在しない、これが契約の旅程という意味なのです。だから、パウロの手紙の中で、私たちはこのヨセフの生涯を通して、信者、契約の民の人生が契約の旅程なのだということをこのようにまとめて告白することができると思います。ローマ8：35-37を見ると、危険、死、飢え、苦難、どんなことがあっても圧倒的な勝利者となりますとあります。これが契約の旅程という意味です。圧倒的な勝利者になるだけではありません。ローマ8：28、すべてを働かせて益となります。これが契約の旅程という意味なのです。いじめがありました。また、皆に阻害されるような状況もありました。孤独な状況も味わうようになりました。ときには誤解されることもあります。濡れ衣を着せられたときもあります。到底理解できない苦難を味わう時もありました。しかし、そういったすべてを合わせて益となると言われました。ヨセフも告白します。「私をエジプトに売ったことで心配しないように。あなたがたは売ったつもりでしょうけれども、それは救いを全うする神の主権を害することもできないし、超えることもできない。逆にそういったすべてが、あなたの悪事でさえ神の主権を全うする道具になったのだ。神はいのちを助けるために、先に私を送られたのだ」。これが契約の民のプライドであり、契約の民の信仰告白です。契約の民の大胆な力です。
改めて整理します。契約の民は、どんな苦難があっても決して滅びることはありません。だから、契約の民の人生のすべては、それが良いことでも悪いことでも、ときには自分の失敗でも、人の悪意であっても、その裏でサタンが糸を引いているでしょうけれども、そのすべてが契約の旅程なのです。そのすべては益となるものなのです。これがクリスチャンの自信なのです。どれほど益となるものなのでしょうか。ピリピ1：21、私にとっては、生きることはキリスト、死ぬことも益だと言われています。すべてを働かせて益となる中で、死ぬことでさえ益となります。ローマ5：2、愛の世界に導き入れられているものなので、どんなことがあってもそこで私たちはつぶやかずに、落胆せずに、倒れずに、神の栄光を大いに喜んで望むことができるものなのです。これを契約の旅程と言います。何かあるたびに、それに振り回されて心配したり、2部の礼拝でもそれを詳細に皆さんに申し上げるつもりですが、不安がって、妬んでしまうことが多いですが、そこでそのすべてが契約の旅程だと分かっている人は、神の栄光を大いに喜んで、神の栄光が現れることを望むわけです。それを祈りとも言えるし、神の国とも言うわけです。自分の人生、現場灯台として召されて、契約の民として生きる自分の人生、それが契約の旅程だということが分かるなら、その人より強い人は、その人よりパワフルな人は存在しません。ヨセフの話は皆さんよくご存知なので、今日ここでは長くお話するつもりはありません。
ですから、私たちは、このような結論にたどり着くようになります。ならば、信者にとって一番大切なテーマは、うまくいっているのか、いっていないのか、良いことなのか、悪いことなのか、苦難なのか、あるいは安全なのかではなくて、信者にとって一番大事な勝利の鍵は契約なのです。どれほど契約に固く立っているのか、そこが一番肝心なポイントになるという結論にたどり着くようになります。神の主権の中で私たちが人生を歩いている者であれば、皆さんがどんなにあがいていても神の主権を揺るがしたり、それを超えることはできません。その中でのお話です。神の主権は、契約を全うすることに用いられるものなのです。これを心にしっかり留めてください。自分の人生の一番のテーマは、何がどうなるかではありません。うまいことがあるかないかではなくて、どれほど契約に固く立っているか、これが勝利の鍵です。レムナント教会の皆さんひとりひとりは、今日から、いままでもそうだったでしょうけれども、契約を握ってください。どんな苦難がやってきても離すことができないものとして、契約を確認してしっかりと握るようにしていきたいと思います。
契約とは一体何でしょうか。神の主権とくっついている神の契約は一体何でしょうか。濡れ衣を着せられても大丈夫な、ときには殺されても大丈夫な契約とは一体何でしょうか。その契約というものは、イエスはキリストですということです。イエスによってのみ人生の問題は解決できるし、イエス・キリストによってすべての問題は終わります。イエス・キリストによって永遠のいのちが与えられる、キリスト・イエスが契約です。そして、その神の恵みによって、イエス・キリストを信じて受け入れて神の子どもになりましたクリスチャン、信者、皆さんひとりひとり、自分自身が契約です。イエス・キリストにあって、ひとりひとりに差別することなく、皆に永遠のいのちの完璧な祝福が与えられています。これが契約です。神の契約は誰も止められません。これが契約です。どれほどの祝福なのかと言うと、皆さんがイエス・キリストを信じただけなのに、永遠のいのちの祝福があるがゆえに現場灯台として、現場の暗やみの力を打ち砕いて、そこでいのちの運動を行うことができるほど祝福されることが救いというものです。これが契約です。皆さんの状態や気持ちによってふらふら変わるものではなくて、神の契約なのです。信者は一体どのような存在なのか、これが契約です。
それから、だからこそその信者である自分を通してこれから神様がなさること、神様がなそうとしていらっしゃること、それを契約と言います。分かりますか。キリストが契約なのです。皆さん自分自身が神の教会として召されていること、これが契約です。だから、皆さんを通して、教会を通して、これから神様がなさること、それが契約です。何をなさろうとしていらっしゃるのでしょうか。言うまでもありません。地の果てにまでイエスの証人となる、世界福音化が契約なのです。ですから、世界福音化のためには一千万の弟子が起こされることなのです。それと皆さんと無関係ではありません。皆さんの契約にならないといけません。神様は皆さんを通して、この教会を通して、それをなそうとしていらっしゃいます。そのために237カ国に福音の門が開かれること、これが神の契約です。そのために私たちは日本後に住んでいるものなのです。日本の地がいまどういう状況なのか、皆さんご存知ではないでしょうか。柳先生は、世界中の教会の門が閉ざされているというお話をしていらっしゃいますが、日本の場合は、閉ざされる前に教会がほとんどありません。ほとんどない中で、それが5年後、ほぼ50％の教会が閉まってしまうような状況なのです。人口の割合でいうと0.3％にも満たないのが今現在です。それが5年後、10年後にはどうなってしまうのでしょうか。そのような状況の中で、まず47都道府県にこの暗やみの日本の勢力と偶像崇拝とヒューマニズムが骨にまで根を下ろしているこの国との霊的な戦いのためには、47都道府県全国に福音の種を蒔いて火をつけることによって霊的な戦いに挑まないといけないわけです。これが契約です。そのためには47都道府県に絶対弟子を探して立てることです。その絶対弟子は福音、祈り、使命が通じ合うものなのですが、それで全国に霊的なネットワークを作ることによって霊的な戦争に挑むということなのです。そのために必要なのは教会を開拓することなのですが、教会の開拓のために一番鍵となるのは、結局は牧師なのです。日本国内宣教師を派遣することなのです。日本国内宣教師を派遣すること、これが契約です。今申し上げましたすべての内容を一言でまとめると、日本国内宣教師派遣、これが契約です。この一つに全部がまとまるわけです。これが皆さんのものにならないといけません。この教会のものにならないといけません。

国内宣教師を派遣することは、大きく分けて2つあります。自分で国内宣教師になって派遣されるか、あるいは宣教師を47都道府県に送るかです。つまり、牧師としてフルタイムの働き人として献身するか、あるいは同じ思いをもって経済的にサポートするか、2つの中の1つしかありません。これが契約です。この契約のための旅程なのです。学生さんはなぜ勉強するのか。国内宣教師という契約のために。就職して仕事をしている、会社勤めをしている方々はなぜなのでしょうか。国内宣教師派遣という契約のためなのです。なぜ結婚するのでしょうか。国内宣教師派遣のためです。これが皆さんに刻み込まれるようにならないといけません。何もやっていないのに、この契約が刻み込まれることによって病気が治り、また、皆さんの事業に勉強に神の証拠が現れることを経験しないといけません。皆さんの能力と関係ありません。このレムナント教会に通っているのに契約が一致しないといけません。だから、これからは教会全員が同じ契約を握って、特に長老の方々は、この契約のために教会を大事に思い、週1回でも集まってメッセージのフォーラムをしながらこの契約を握って祈る長老さんにならないといけません。この教会の青年の方々は人数が少ないでしょうけれども、他の理由で集まるのは限界があります。この契約を祈るために週1回でも教会に集まってフォーラムをしながらこの契約を祈るわけです。祈ることが明確に示されているのではないでしょうか。国内宣教師になるのか。国内宣教師を派遣するのか。お金をなぜ稼ぐのでしょうか。国内宣教師を派遣するためにです。音楽はなぜ学ぶのでしょうか。国内宣教師を派遣するためです。このことのために教会の中では弟子運動が行われて、それが現場のいのちの運動につながるようにならなければいけません。そして、いやしの運動によって時代の証人たちとして立たされること、これが教会の契約です。レムナントに福音の刻印運動が行われることによって、この福音が絶たれずに継承されていくようにする、これが教会の契約です。この契約を握って、皆さんはそれぞれの現場で現場灯台という契約を握ってください。これ以上、もっと詳細に申し上げないと行けないと思いますが、でも、これぐらいお話すれば、何が契約なのでしょうかとは言わないでしょう。特にレムナント教会の信徒であれば、契約はとてもわかりやすい国内宣教師派遣です。そのために教会があるわけです。だから、教会にいろいろな人が集まっていて、現状を見るといろいろなことがあるでしょうけれども、教会はとてもとても大切なものです。そういう意味で教会を愛しなさいと言われるわけです。自分の教会なので愛しましょうという自己中心的なお話ではありません。契約のためなのです。この地球は契約のために動いているわけです。これから私たちに判断で良いこと悪いこと、うれしいこと辛いこと、いろいろあるでしょうけれども、そのすべてをこの契約に照らして考えて解釈しないといけません。そうすると、そのすべてを働かせて益となることが分かります。何一つ不安になる必要も、心配する理由も、憎む理由なども、縮まる理由なども何もありません。これが神の主権を信じる信徒の姿勢であり信仰告白です。

ぜひレムナント教会の皆さん、また、遠く離れて画面を通して礼拝を捧げる地協会の皆さん、距離は離れていても契約としては一つになるようにしましょう。国内宣教師派遣、いま現在はそうです。それが世界福音化一千万につながるものであり、教会で弟子運動が行われて、現場のいのちの運動につながるようにならないといけない理由です。この契約さえ握っていれば滅びることがないどころか、すべてがこの契約のための旅程であるという感謝と賛美を捧げるようになるでしょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。神様を離れて滅びるしかなかった、生まれつき神の御怒りを受けるしかなかった私たちを憐れみ、イエス・キリストの契約によって、その血潮によってきよめられ神の子どもとなり、現場の灯台である教会として召されていることをありがとうございます。どうか契約のために、神の主権の中で人生が導かれていることを今日確認しました。これから自分の人生の勝利のテーマを良いか悪いかではなくて、契約を固く握ることにポイントを絞ることによって、すべてが契約の旅程であることを存分に味わい、サタンがひざまずく勝利の人生を歩むことができるようにひとりひとりを祝福してください。特に47都道府県を心に抱いて、国内宣教師派遣という契約をしっかり握って、神様の答えと祝福を味わうようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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